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要求図面では表せない建築物の計画上の要点等について、次の⑴～⑺を具体的に記述又は図示する。
⑴　基準階（貸事務室Ａ、貸事務室Ｂ及び共用部）について、次の①、②の観点から配慮したこと
①収益性（レンタブル比に関する記述は除く。）や可変性

②快適性やテナント及び利用者の多様性

⑵　最上階（シェアオフィス、共用部及び屋上庭園）について、収益性や快適性、多様な働き方に対応可能な空間
づくりの観点から配慮したこと

⑶　採用した構造種別と、その構造種別を採用した理由（無柱空間とするに当たり工夫したこと及び耐震性や経済性
等について配慮したことも含む。）
採用した構造種別
（〇で囲む。） 木造　・　鉄骨造　・　RC造　・　SRC造　・　その他（　　　　　　　）

採用した理由（工夫したこと等）：

⑷　貸事務室Ａ及び貸事務室Ｂに採用した空調方式と、次の①、②の観点から配慮したこと

採用した空調方式

①設備スペース（室内機、室外機、配管スペース等）の確保

②貸事務室Ａ及び貸事務室Ｂの快適性

⑸　貸事務室Ａ及び貸事務室Ｂに採用した排煙方式と、その排煙方式を採用した理由及び配慮したこと
排煙方式
（〇で囲む。） 自然排煙　・　機械排煙　・　その他（　　　　　　　　　）

採用した理由及び配慮したこと：

⑹　省エネルギー及び二酸化炭素排出量削減について、次の①～③の観点から配慮したこと
①パッシブ技術

②アクティブ技術

③その他（創エネルギー技術、材料の選定等）

⑺　貸事務室Ａ又は貸事務室Ｂのペリメーターゾーンの断面詳細が分かる図やイラスト等（縮尺1/50程度、フ
リーハンドでもよい。）及び次の①～③のポイント（全て【イメージ図等記入欄】に記入する。なお、⑴～⑹に記述し
た内容やその他工夫した点を合わせて記入してもよい。）

①　建築計画上のポイント（天井高、床高、天井ふところ等の寸法及び内装仕上げ、外装仕上げ等を含む。）
②　構造計画上のポイント（柱、梁、床等の主要な構造部材（見えがかりも含む。）の断面寸法を含む。）
③　設備計画上のポイント（空調、換気、排煙、照明等を含む。）

【イメージ図等記入欄】

収益性に 配慮 vて貸事務室は 整形とし 使い勝手のよ 計画とした 。 屋上緑化することで 最上階の 熱員荷を削減、、空調員荷を抑制できる計画
可変性 に 慮。し 床 はOAフロア天也はシステム天井としー レイアウとを変更しやお 計画とした 。 とした 。

一年を通して安定した採光を確保できる南向きとし快適性に配慮 し貨事務室
は

=0 照明器具は LED を 採用しタスクアユビ=ト照明 とすることで 消費電力を
アント 及び利用者の 多様性を 考慮して段差を設けない計画とした。 とする 画とした。

た陽光 パネルと 蓄電池 を 採用し 省エネルギー に 配慮した。

収益性を 考慮して 貸室 を極力多 く確保し非収益部音分をコンパクトに 計画した 。 内装材 に CLT(不燃あらわし)を採用しCO2当と減= 慮 した
快適性 に慮してラウンジと屋上庭園 は 視界の広 t た東側にτ置 した。

多様な働き方に対応可能な空間とするため 24時間利用可能とできるようにセキュリティモ ーで出入 りを管管野 した
0

に

Q
耐。震性耐久性耐秋性を考慮してRC造を用した。 LOOOtロア

6 ~ 8mスパンのラーメン構造とすることで経済性に配 した 。 11 f200 スラブ断熱材

無柱空間とするために PC 梁 を採用 し 。構造上 の一体性剛性建物体の軽量化 を考慮 した。

空冷 HP マレモ 型エアコン ←全熱換器 il 感…っ ー丫ー
吸気☆ 排気印主熱交喚器 RED照明 排煙ロ

室内機 は 50 ma人内 ごとに 天井に配置 し 均 な空調計画 となるよう起慮 tュ o 世等
シ

。室外機は 屋上 にまとめ τ 置することでメマテナュスのしやすさに慮した。 0
因2管スペー スは空調PSを各階同位置 とすることで配管が極か短 <維持管理しやず画となるよう慮した。

0 r
0 氏
O

快適性 に 配慮して、 インテリアゾーことペリメータゾー ンをそれぞれ切に空調詞する読とし め

アールドドラフトが生じに ←土日一な空調計画となるよう考慮 した 。
タイルセ ーペット [

、不燃 I
'
trNOAアロア 100

①
利者 の 安全性正考慮し、 確実 に排煙できる機械

[
複層塗材外:

排煙とした。 居室 の 各位置 から 30m以内ごとに 、煙 装置を 設け 安全 に 適切な 排煙計
を 行 うものとした 。
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